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第
42
回
文
化
サ
ロ
ン 

de 

ピ
ア
ソ
ン

ボ
タ
ニ
カ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
講
習
会
終
了
！

　

ロ
ウ
の
中
に
各
種
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

オ
イ
ル
を
入
れ
、
点
灯
時
に
は
香
り
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来

る
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
。
ク
リ
ス
マ
ス
時
に
は
リ
ー
ス
と
組
合

わ
せ
て
飾
り
つ
け
が
可
能
。
午
前
と
午
後
の
講
習
会
に
７
組

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤
／
記
）

　

９
月
23
日
、、
３
連
休
最
後
の
休
日
に
、

午
前
・
午
後
と
２
回
に
分
け
キ
ャ
ン
ド
ル

作
り
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

３
連
休
と
い
う
事
が
影
響
し
た
の
か
、

例
年
で
は
定
員
オ
ー
バ
ー
に
な
る
講
習

会
も
、
今
回
は
小
人
数
で
の
開
催
、
午
前

の
部
に
は
３
組
の
参
加
、
午
後
の
部
で
は

４
組
の
参
加
、
合
計
で
７
組
の
参
加
で
し

た
。
こ
れ
が
幸
い
し
て
か
、
増
井
講
師
を

中
心
に
、
ピ
ア
ソ
ン
ハ
ー
ブ
部
会
指
導
員

も
十
分
な
お
手
伝
い
が
で
き
ま
し
た
。

　

遠
く
は
釧
路
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
方
も
い
ま
し
た
が
、
受

講
者
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
で
、

約
１
時
間
半
の
製
作
を
楽
し
み
、
好
評
の

講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
キ
ャ
ン
ド
ル
製
作
は
、
大
小
１

本
づ
つ
、
計
２
本
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を
製
作

し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ド
ル
（
ロ
ウ
ソ
ク
）
の
歴
史

は
、
紀
元
前
の
時
代
か
ら
各
種
資
料
で

確
認
で
き
、
百
年
ほ
ど
前
の
時
代
ま
で
、

約
二
千
年
以
上
社
会
の
日
常
生
活
の
必
需

品
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
電

気
の
時
代
が
始
ま
っ
た
現
代
で
は
す
っ
か

り
日
常
の
生
活
か
ら
縁
遠
く
な
っ
た
感
が

あ
り
ま
す
が
、
ロ
ウ
ソ
ク
が
我
が
家
に
あ

る
こ
と
だ
け
で
、ど
こ
と
な
く
懐
か
し
く
、

心
安
ら
ぐ
思
い
が
す
る
の
は
私
だ
け
で
し

ょ
う
か
。　

　

キ
ャ
ン
ド
ル
（
ロ
ウ
ソ
ク
）
の
原
料

は
、
原
油
か
ら
と
れ
る
パ
ラ
フ
ィ
ン
ワ

ッ
ク
ス
を
主
原
料
と
し
て
い
ま
す
。
ワ

ッ
ク
ス
は
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
・
ヨ
ー

グ
ル
ト
・
牛
乳
な
ど
の
紙
パ
ッ
ク
類
、

キ
ャ
ン
デ
ィ
・
菓
子
・
パ
ン
な
ど
の
包

装
紙
、
化
粧
品
な
ど
に
広
く
利
用
さ
れ

て
い
る
安
全
な
材
料
で
す
。

　

今
回
、
パ
ラ
フ
ィ
ン
ワ
ッ
ク
ス
を
流

し
込
む
キ
ャ
ン
ド
ル
の
型
枠
は
、
小
は

ヨ
ー
グ
ル
ト
の
空
き
容
器
。
大
は
綿
棒

の
空
き
容
器
を
使
用
し
ま
し
た
。

　

芯
と
な
る
ロ
ウ
ソ
ク
を
容
器
に
入
れ
、

そ
の
周
り
に
各
種
香
料
や
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
を
配
置
し
、
気
泡
が
入
ら
な
い
よ

う
上
か
ら
溶
か
し
た
パ
ラ
フ
ィ
ン
ワ
ッ

ク
ス
を
流
し
込
ん
で
固
形
化
さ
せ
ま
す
。

　

使
用
す
る
と
き
に
は
、
型
枠
を
取
り

除
き
ま
す
。
数
十
時
間
香
り
と
明
か
り

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
写
真
】
午
前
の
部
で
の
参
加
者
、
製
作
の
様
子
。

【
写
真
下
】
溶
か
し
た
ワ
ッ
ク
ス
を
、
各
種
香
料
配

　
　
　
　
置
の
容
器
の
中
に
入
れ
る
作
業
。

【
写
真
左
】
隣
人
の
製
作
を
参
考
に
す
る
。

【
写
真
右
】
各
種
香
辛
料

や
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
。

【
写
真
下
】
出
来
上
が
っ

た
大
小
の
キ
ャ
ン
ド
ル
。
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素
敵
な
来
館
者
た
ち
！ 

スナップ写真①

スナップ写真②

ス
ナ
ッ
プ
写
真
③

　

ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
の
業
績
を
最
初
に
本
と
し
て
出
版
、

ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
保
存
、
ピ
ア
ソ
ン
の
故
郷
エ
リ
ザ

ベ
ス
市
と
姉
妹
都
市
提
携
に
尽
力
さ
れ
た
故
小
池
創

造
牧
師(
元
北
見
教
会)

の
四
姉
妹(

長
女
と
四
女
は

他
界)

、
次
女
美
景
さ
ん(

茨
城
県
在
住)

と
三
女
恵

里
子
さ
ん(

ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
在
住)

と
そ
の
家
族
、

ま
た
四
女
さ
や
か
さ
ん
の
ご
主
人
と
３
人
の
子
供
達
、

が
９
月
３
日
に
来
館
さ
れ
ま
し
た
。
姉
妹
は
幼
少
の

頃
、
こ
の
ピ
ア
ソ
ン
邸
に
住
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
、

と
懐
か
し
い
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。　

　

９
月
10
日
、
北
海
道
ケ
ズ
イ
ッ
ク
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
前
委
員
長
で
あ
ら
れ
た
石
井
栄
治
元
牧
師
が
、
北

見
聖
ヤ
コ
ブ
教
会
飯
野
牧
師
の
案
内
で
来
館
さ
れ
ま

し
た
。
ち
ょ
う
ど
関
西
学
院
大
学
の
角
野
ヴ
ォ
ー
リ

ズ
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、
神
戸
女
学
院
田
淵
監
事
も
お

ら
れ
、
一
緒
の
記
念
撮
影
と
な
り
ま
し
た
。

　

ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
の
活
動
は
、
超
教
派
的
活
動
と
し

て
知
ら
れ
て
い
て
、
北
見
で
は
お
寺
の
住
職
さ
ん
と

も
一
緒
に
奉
仕
活
動
を
し
て
い
た
事
も
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
記
念
館
に
は
色
々
な
方
々
が
来
ら
れ
ま
す
。

　

９
月
15
日
、
女
性
二
人
の
来
館
者
が

あ
り
、
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
愛
用
の
リ
ー
ド

オ
ル
ガ
ン
を
愛い

と

お
し
そ
う
に
見
て
お
ら

れ
た
の
で
、「
こ
の
オ
ル
ガ
ン
、
弾
い
て

い
た
だ
い
て
良
い
ん
で
す
よ
」
と
話
す
。

こ
こ
で
室
内
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
演
奏
会

を
開
催
し
て
い
る
こ
と
も
伝
え
る
。
女

性
が
弾
き
始
め
る
と
、
も
う
一
人
の
女

性
は
そ
の
様
子
を
ス
マ
ホ
動
画
で
撮

影
。「
私
、本
当
は
フ
ル
ー
ト
な
ん
で
す
」

と
演
奏
を
止
め
、「
こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
フ

ル
ー
ト
吹
い
て
も
い
い
で
す
か
？
」「
ぜ

ひ
！
」
と
、
快
諾
し
ま
し
た
。

　

女
性
は
、
安
井
マ
リ
さ
ん
と
い
う
プ

ロ
の
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
フ
ル
ー
ト
奏
者

で
し
た
。
車
か
ら
楽
器
を
持
っ
て
き
て

〝
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
〟
を
披

露
し
て
く
だ
さ
り
、
帰
ら
れ
る
時
に
は
、

Ｃ
Ｄ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。「
昨
夜
、演
奏
し
て
き
た
ん
で
す
』

と
話
さ
れ
、「
機
会
が
あ
れ
ば
こ
こ
で

も
」
と
。
東
京
在
住
の
演
奏
家
さ
ん
で

す
の
で
、
当
会
単
独
で
は
叶
い
ま
せ
ん

が
、
本
当
に
機
会
が
あ
れ
ば

0

0

0

0

0

0

0

0

0

…
…
…
。

　

今
年
も
オ
ニ
グ
ル
ミ
が
沢
山
実
り
ま

し
た
。
エ
ゾ
リ
ス
が
食
べ
に
き
ま
す
。

　

今
年
の
謎
で
す
が
、
リ
ン
ゴ
が
実
り

ま
し
た
。
今
ま
で
20
数
年
リ
ン
ゴ
の
木

が
あ
る
こ
と
さ
え
誰
も
気
付
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
老
木
？
に
見
え
ま
す
が
…
…
。

フルート演奏の安井マリさん

オニグルミを食べに来るリス

オニグルミ
ピアソン夫妻の時代にリンゴの木はあった
と伝えられてはいます

写真右から、玉置ピアソン会理事、石井元牧師、飯野牧師、
　田淵神戸女学院監事、角野ヴォーリズ研究センター長、
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◎　開催日時：2024 年 11 月 17 日㈰午前の部（10 時〜 12 時 10 名）・午後の部（13 時〜 15 時 10 名）

◎　開催場所　：ピアソン記念館２階
◎　講　　師　：増井五夜子氏ほかピアソン会ハーブ部会員
◎予約チケット：材料費として 1,500 円。（11 月１日よりピアソン会にて予約受付、電話可）。
◎問い合わせ　：NPO 法人ピアソン会（電話 0157-31-1215）ピアソン記念館☎ 23-2546
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ヴ
ォ
ー
リ
ズ
研
究
セ
ン
タ
ー
（
関
西
学
院
大
学
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＆

Ｖ
Ｎ
W
事
務
局
（
神
戸
女
学
院
）
の
３
名
来
館

　

ピ
ア
ソ
ン
会
が
所
属
し
て
い
る
、

「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
文
化
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」（
略
称
〝
Ｖ
Ｎ
W
〟
設
立
年
は

２
０
０
７
年
）
の
会
員
仲
間
で
、
幹
事

役
を
務
め
る
関
西
学
院
大
学
ヴ
ォ
ー
リ

ズ
研
究
セ
ン
タ
ー
長
（
建
築
学
部
）
の

角
野
幸
博
名
誉
教
授
、
建
築
学
部
准
教

授
の
谷
口
真
紀
さ
ん
、
更
に
元
関
西
学

院
大
学
院
長
で
現
在
は
神
戸
女
学
院（
建

物
の
多
く
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
と
し
て

国
の
重
要
文
化
財
指
定
を
受
け
て
い
ま

す
）
監
事
を
努
め
な
が
ら
、〝
Ｖ
Ｎ
W
〟

の
事
務
局
を
引
き
受
け
ら
れ
て
い
る
田

淵
結
関
西
学
院
大
学
名
誉
教
授
、
の
３

名
が
９
月
９
日
・
10
日
の
２
日
間
、
ピ

ア
ソ
ン
記
念
館
を
訪
問
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

今
年
の
〝
Ｖ
Ｎ
W
〟
全
国
大
会
（
総

会
）
が
、
関
西
学
院
聖
和
キ
ャ
ン
パ
ス

（
前
号
ピ
ア
ソ
ン
便
り
）
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
時
に
角
野
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

研
究
セ
ン
タ
ー
長
よ
り
、「
ぜ
ひ
ピ
ア
ソ

ン
記
念
館
を
訪
問
し
た
い
」
と
の
申
し

出
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
総
会
で

『「
ア
マ
チ
ュ
ア
」
教
育
者
、
ヴ
ォ
ー
リ

ズ
の
教
育
設
計
』
と
題
し
て
講
演
さ
れ

た
谷
口
准
教
授
も
、「
私
も
ピ
ア
ソ
ン
記

念
館
を
見
学
し
た
い
！
」
と
の
話
に
な

り
、
そ
れ
を
聞
い
て
い
た
田
淵
事
務
局

も
、「
私
も
行
き
た
い
な
ぁ
」
と
。

　

３
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
忙
し
い
方

た
ち
で
す
の
で
、
日
程
は
北
見
の
現
地

集
合
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
と
時
間

で
北
見
を
去
ら
れ
る
、
と
い
う
慌
た
だ

し
い
２
日
間
で
し
た
。
北
見
で
は
中
山

理
事
長
を
中
心
に
、
教
育
委
員
会
中
原

文
化
財
課
長
の
配
慮
に
よ
る
施
設
案
内

も
い
た
だ
き
、
限
ら
れ
た
時
間
を
で
き

る
限
り
北
見
と
い
う
風
土
と
ピ
ア
ソ
ン

夫
妻
の
業
績
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
と
、
案
内
に
努
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
所ゆ

か
り縁
の

〝
Ｖ
Ｎ
W
〟
の
仲
間
と
の
交
流
を
大
切
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

【写真】左から、中山ピアソン会理事長、谷口准教授、角野ヴォー
リズ研究センター長、田淵神戸女学院監事、眞如文化財課係長。

　
　
ピ
ア
ソ
ン
会
ハ
ー
ブ
部
会
、
日
帰
り
研
修
旅
行
報
告
！

　
　「
遠
紋
方
面
ハ
ー
ブ
探
訪
」

　

晴
天
の
８
月
29
日
。
ま
ず
は
「
遠
軽

町
・
北
海
道
家
庭
学
校
」
を
訪
問
。
同

校
は
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
い
た

民
間
感
化
院
と
し
て
、
１
９
１
４
年
に

留
岡
幸
助
氏
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
遠

軽
町
郊
外
の
丘
陵
地
に
広
が
る
４
３
９

ヘ
ク
タ
ー
ル(130

万
坪)

の
敷
地
に
は
、

礼
拝
堂
・
本
館
・
体
育
館
・
特
別
教
室
棟
・

寮
舎
・
博
物
館
・
給
食
棟
・
木
工
教
室
・

牛
舎
・
バ
タ
ー
製
造
舎
・
味
噌
醸
造
場

な
ど
が
あ
り
、
国
内
の
児
童
自
立
支
↖︎

援
施
設
と
し
て
は
珍
し
く
、
敷
地
内
の

施
設
は
鉄
格
子
や
塀
、
柵
な
ど
で
閉
鎖

隔
離
し
な
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
同
校
設
立
の
１
９
１
４
年
は
、

ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
が
野
付
牛
村
に
転
居
し

て
北
見
で
の
伝
道
を
始
め
た
年
で
も
あ

り
、
北
光
社
、
学
田
（
遠
軽
）、
佐
呂
間

の
３
つ
の
教
会
の
援
助
に
力
を
注
い
で

き
た
と
い
う
歴
史
的
に
も
関
わ
り
の
深

い
校
内
や
礼
拝
堂
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

移
動
途
中
の
「
道
の
駅
遠
軽
森
の
オ

ホ
ー
ツ
ク
」
で
は
家
庭
学
校
バ
タ
ー
な

ど
購
入
。

　

そ
の
後
、
遠
軽
雄
武
線
を
走
り
め
ざ

す
は
「
滝
上
町
・
香
り
の
里
ハ
ー
ブ
ガ
ー

デ
ン
」
へ
。
ひ
と
山
ま
る
ご
と
ハ
ー
ブ

の
お
花
畑
そ
の
種
類
の
多
さ
に
感
動
↘

し
ま
し
た
。
昼
食
は
園
内
の
「
フ
レ
グ

ラ
ン
ス
ハ
ウ
ス
」
に
て
。
ハ
ッ
カ
の
蒸

留
釜
を
眺
め
な
が
ら
い
た
だ
く
焼
き
↓

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
の
地
域
で
ハ
ー
ブ
栽
培
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、食
品
加
工
に
活
用
し
て
い
る
事
業
所
な
ど
を
視
察
し
、

ピ
ア
ソ
ン
会
ハ
ー
ブ
部
会
の
活
動
の
参
考
と
す
る
目
的
で
今
年

も
「
ハ
ー
ブ
と
フ
ー
ド
の
活
用
研
修
旅
行
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

た
て
の
ピ
ッ
ツ
ァ
や
ハ
ー
ブ
パ
ン
の
味

わ
い
は
ま
た
格
別
で
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
は

「
食
材
の
宝
庫
」
と
実
感
す
る
研
修
と
な

り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
・
Ｃ
）

家庭学校礼拝堂の前

仲良く楽しい研修でした
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編 

集 

後 

記

　

８
月
・
９
月
と
、
ピ
ア
ソ
ン
邸
所ゆ
か
り縁
の
方
々

が
数
多
く
来
館
さ
れ
ま
し
た
。
嬉
し
い
忙
し
さ

0

0

0

0

0

0

で
し
た
。
こ
の
便
り
で
も
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
紙
面
を
も
っ
と
確
保
で
き
れ

ば
と
の
思
い
で
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　

実
り
の
秋
と
言
い
ま
す
が
、
今
年
は
ピ
ア
ソ

ン
の
庭
で
、
不
思
議
な
実
り
を
発
見
し
ま
し
た
。

　

オ
ニ
グ
ル
ミ
、
ヤ
マ
ナ
シ
、
栗
の
実
、
木
苺
、

初
夏
の
す
も
も
な
ど
、
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
在
住
の

頃
か
ら
記
録
に
あ
る
も
の
は
、
今
ま
で
こ
の
便

り
で
も
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
言
い
伝
え
に

あ
る
〝
り
ん
ご
〟
の
果
実
だ
け
は
確
認
で
き
ず
、

木
も
な
い
も
の
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
今

回
見
つ
け
た

0

0

0

0

の
で
す
。
ピ
ア
ソ
ン
会
が
こ
の
記

念
館
を
管
理
す
る
よ
う
に
な
っ
て
21
年
に
な
り

ま
す
が
、
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
木
は
、
老
木

と
言
っ
て
も
い
い
よ
う
な
状
態
で
す
の
で
、
何

故
今
ま
で
実
を
つ
け
な
か
っ
た
の
か
？
何
故
今

年
実
を
つ
け
た
の
か
？
不
思
議
で
す
。
今
後
は
、

そ
っ
と
見
守
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
口

食
し
て
み
ま
し
た
が
、
結
構
甘
み
が
あ
り
ま
し

た
。
報
告
ま
で
！

　

北
海
道
庁
の
赤
煉
瓦
庁
舎
（
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
中
）
に
、
北
海
道
遺
産
を
紹
介
す
る
展
示

場
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
ピ

ア
ソ
ン
記
念
館
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
展
示
す
る
計

画
が
進
行
中
で
す
。
来
春
オ
ー
プ
ン
予
定
！

　
　
　
　
　
　
（
副
理
事
長
兼
事
務
局
長
）
伊
藤　

悟

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
便
り
」
第
47
回

ピ
ア
ソ
ン
会
顧
問　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド
氏 

２
０
２
４
・
７
・
31
（
水
）　　

　
　

フ
ァ
ン
ガ
ヌ
イ
か
ら

　
　
　
　
　
　
こ
ん
に
ち
は

◆
先
週
金
曜
日
に
南
下
し
、
こ
こ

に
い
ま
す
。
時
々
雨
が
あ
り
、
涼

し
く
、
風
景
の
変
化
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
滞
在
主
目
的
の
果
樹
の

手
入
れ
が
終
わ
り
ま
し
た
。
プ
ラ

ム
の
木
に
は
一
つ
二
つ
花
が
見
え

ま
す
。

◆
先
日
従
兄
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
が
彼

の
バ
ギ
ー
で
農
場
回
り
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
の
仕
上
げ

が
見
栄
え
良
い
素
晴
ら
し
い
フ
ェ

ン
ス
を
見
、
季
節
早
々
の
早
生
ま

れ
の
ラ
ム
た
ち
を
眺
め
ま
し
た
。

◆
昨
晩
は
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
・

ク
ラ
ブ
で
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ア
ン
ド
・

チ
ッ
プ
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。
土

曜
日
に
フ
ァ
ン
ガ
パ
ラ
オ
ア
へ
。

２
０
２
４
・
８
・
４
（
日
）

◆
昨
日
は
フ
ァ
ン
ガ
ヌ
イ
か
ら

フ
ァ
ン
ガ
パ
ラ
オ
ア
ま
で
の
素
晴

ら
し
い
ド
ラ
イ
ヴ
で
、
今
は
家
で

く
つ
ろ
い
で
い
ま
す
。
今
日
は
曇

り
で
涼
し
い
で
す
が
、
昨
日
の
ド
ラ

●
瞳ふぁっしょん・瞳けあ

めがね の よっしー
           代表　岩 井 敏 忠     

〒 090-0043 北海道北見市北３条西３丁目

 携帯 .090-2693-1919 ℡ .0157-57-3664

 定休日／毎週木曜日・営業時間／ 10 時〜 19 時

イ
ヴ
前
半
は
本
当
に
素
晴
ら
し
く
雄

大
な
景
色
で
、
島
中
央
部
の
ル
ア
ペ

フ
山
と
ン
ガ
ウ
ル
ホ
エ
山
頂
上
は
雪

が
覆
い
壮
観
で
し
た
。
国
立
公
園
で

の
写
真
か
ら
も
お
わ
か
り
で
し
ょ
う
。

２
０
２
４
・
８
・
26
（
火
）

　
　

北
海
道
旅
行
プ
ラ
ン

◆
皆
様
が
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
よ

う
に
。
厳
し
い
暑
さ
も
少
し
は
和
ら

ぎ
始
め
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
春
の
兆
し

が
見
え
始
め
ま
し
た
が
、
朝
晩
は
ま

だ
涼
し
い
で
す
。
庭
の
ス
モ
モ
に
最

初
の
花
々
が
咲
き
始
め
、
シ
ェ
ー
ク

ス
ピ
ア
・
パ
ー
ク
の
放
牧
場
で
ラ
ム

た
ち
は
元
気
に
育
っ
て
い
ま
す
。

◆
今
年
の
春
先
に
は
北
見
で
皆
さ
ん

や
友
人
方
に
お
会
い
で
き
、
素
晴
ら

し
か
っ
た
で
す
。
温
か
い
お
も
て
な

し
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

◆
10
月
に
は
ま
た
北
海
道
旅
行
が
で

き
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
国
際
便
の

予
約
を
し
ま
し
た
。

◆
10
月
18
日
金
曜
日
・
千
歳
空
港

着
。
帰
途
は
12
月
１
日
・
日
曜
日
発

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
。

◆
そ
の
間
、
北
見
へ
、
札
幌
発
10
月

28
日
・
月
曜
日
。
そ
し
て
、11
月
４
日
・

月
曜
日
に
札
幌
へ
。
お
会
い
す
る
機

会
が
あ
れ
ば
良
い
の
で
す
が
。

　
　
　
　
　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド

２
０
２
４
・
９
・
20
（
金
）

　
　
フ
ァ
ン
ガ
ヌ
イ
か
ら

　
　
　
　
　
　
こ
ん
に
ち
は

◆
お
か
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。
多

分
、
気
温
は
も
う
涼
し
く
な
っ
て
い

る
か
と
。

◆
先
週
火
曜
日
（
10
日
）
に
フ
ァ
ン

ガ
ヌ
イ
ま
で
南
下
し
、
明
日
は
フ
ァ

ン
ガ
パ
ラ
オ
ア
へ
戻
り
ま
す
。
天
候

は
ず
っ
と
雨
で
涼
し
か
っ
た
け
れ
ど

快
適
な
滞
在
で
し
た
。
目
的
の
、
リ

ン
ゴ
の
木
の
虫
除
け
対
策
を
講
じ
た

の
で
効
果
が
出
て
く
れ
る
と
良
い
の

で
す
が
。
リ
ン
ゴ
は
ま
だ
花
が
見

え
な
い
け
れ
ど
、
梨
の
木
は
満
開

で
す
。
今
朝
見
回
り
に
行
っ
た
時
、

蜂
た
ち
が
飛
び
回
っ
て
い
る
こ
と

に
気
付
き
ま
し
た
。

◆
最
近
の
雨
で
池
は
満
水
。
先
日

は
カ
エ
ル
が
鳴
い
て
い
ま
し
た
。

フ
ァ
ン
ガ
ヌ
イ
で
は
桜
が
満
開
で

す
。
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
郡
役
所

前
、
桜
の
樹
々
（
写
真
）
が
見
事

な
眺
め
で
す
。
◆
来
月
末
の
北
見

訪
問
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

北
見
の
友
人
方
に
よ
ろ
し
く
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド


